
 

石石石石川ハイテク交流センターの川ハイテク交流センターの川ハイテク交流センターの川ハイテク交流センターの平成平成平成平成２３２３２３２３年度管理状況年度管理状況年度管理状況年度管理状況    
施設所管課 商工労働部産業政策課 

指定管理者 財団法人石川県産業創出支援機構 

  理事長 谷本 正憲 

指定期間 平成２１年４月１日～平成２４年３月３１日 

 

 

（１）管理業務の実施状況 

業務内容 
（協定・条例に規定） 

具体的な業務（仕様書、事業計画）の実施状況 
不十分な場合、その理由、指摘事項を記入 

新規業務に関しては、新規であることが分かるよう記入 
 

使用する者への利便の

提供に関する業務 

利用者の苦情・意見の把握・対応 

・利用者アンケートの実施（延７９通） 

その他特記事項 

・朝食の部屋食対応 

・フリーのインターネット環境を整備 

利用の促進に関する業

務 

 

 

施設の情報提供、広報、広告 

・ホームページを随時更新 

・ISICO 情報誌に利用案内を掲載 

周辺地域、関係機関との連携・協同の推進 

・ＪＡＩＳＴ、能美市等と連携し、ＪＡＩＳＴ関係者および 

 能美市内企業にＰＲ 

使用の許可に関する業

務 

使用許可、使用料の徴収、納入 

・使用許可の件数（（２）②参照） 

・使用料の収入実績（（３）参照） 

施設、設備及び備品の維

持管理及び修繕に関す

る業務 

清掃 

・日常清掃…大会議室、会議室、宿泊室、事務室、玄関、 

       廊下、トイレ、ホール、レストラン、洗面所 

 ・日曜清掃…宿泊室等 

 ・定期清掃…弾性床（年３回）、カーペット床（年２回）、 

       窓ガラス（年２回）、池（年１回） 

 ・ビル管理法に基づく諸検査 

保守点検 

 ・空調設備、消防設備、電気工作物、昇降機 

警備 

・毎日１名が常駐（平日１７時半～翌８時半、土日祝日と 

年末年始は２４時間体制） 

小規模修繕  

 ・会議室ファンコイル電動弁修理 

 ・非常用照明バッテリー交換 

 ・駐車場区画線引 

 ・会議室前廊下クロス張替工事 



 

（その他知事が必要と

認める業務） 

緊急時の対応・安全管理などの危機管理 

・消防計画書による避難、通報訓練を実施（H23､9､26）し、 

 緊急時の対応について確認した 

個人情報の管理状況 

 ・「個人情報の取扱いに係る特記事項」に基づき適切に管理 

 

 

（２）施設の利用状況 

①利用指標（（設定している場合）利用人数、稼働率などの数値目標） 

指標 Ｈ２２年度 

（参考） 

Ｈ２３年度 前年度比 増減理由 

宿泊施設利用者数（人） １，１７１人 １，２６５人 １０８％ ﾌﾛﾝﾃｨｱﾗﾎﾞ入居企業

の利用増加 宿泊施設稼働率（％） ３６．４％ ４２．５％ 6.1ポイント増 

会議室利用件数（件） ８５６件 ８５７件 １０２％ 
小規模利用の微増 

会議室稼働率（％） ２７．６％ ２７．５％ 0.1ポイント減 

 

②使用許可等の状況 

 許可件数 不許可件数 不許可理由 

宿泊室 １，２６５人 無し  

会議室 ８５７件 無し  

 

 

（３）使用料の収入実績  

利用料金の収入及び減免の状況 

 収入額 減免額 減免理由 

会議室 ４，５６２，３４３円 ０円  

宿泊室 ５，２５０，７２０円 １，５７９，２４０円 ※下記を参照 

テニスコート ２９，２９０円 ０円  

合 計 ９，８４２，３５３円 １，５７９，２４０円  

※当施設に宿泊する者で、減免の措置を行うことにより、施設の設置目的である「産学官

交流等の推進を通じ、高度な科学技術の振興を図る」ことに資する特定の者。 
  対象者 イ、先端大を訪問する者で、教育・研究を支援する者。 

      ロ、いしかわサイエンスパーク進出企業・研究所等で、教育・研究を支援する者。 

      ハ、石川ハイテク交流センターにおいて実施される高度な科学技術の振興に 

        資することを目的として来訪する者。 

      ニ、その他、石川県における高度な科学技術の振興に資する目的で利用する者。 

 

 

 



 

（４）収支決算 

（千円） 

収   入 支   出 

管理料収入 ３２，７０７ 人件費 ３，８１６ 

使用料収入 ９，８４２ 光熱水費 ５，３７４ 

共益費収入 ９５１ 修繕費 ３，７１１ 

雑収入 ４６８ 委託費 ２２，７０３ 

  賃借料 １，２７６ 

  その他 ７，０８８ 

合 計 ４３，９６８ 合 計 ４３，９６８ 

収支差額 ０  

 

 

（５）その他、県が必要と認める事項（管理の実態を把握するために必要な事項） 

①利用者の意見等 

（ア）利用者アンケート結果（平２３年４月～実施 有効回答数７９件） 

項 目 回 答 

良い 概ね良い やや悪い 悪い 

利用者サービス ７０．４％ ２７．０％ ２．３％ ０．３％ 

施設の維持管理 ８１．６％ １８．４％ ０．０％ ０．０％ 

（イ）利用者からの意見、苦情、要望 

年月 内容 対応 

平成 23 年 9 月 
宿泊の設備やｱﾒﾆﾃｨを事前

に知りたかった 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞに情報を掲載した 

平成 24 年 1 月 宿泊室が冷え切っている 
清掃の担当者に冬期はﾁｪｸｲﾝ時間に合わせ

て暖房を入れてもらうよう依頼 

 

②事故、故障等 

年月 内容 対応 

平成23年11月 大会議場有線ﾏｲｸｺﾈｸﾀ交換修理 専門業者へ修理依頼 

平成24年 3月 ｴﾚﾍﾞｰﾀ高圧電磁弁取替工事 保守委託先へ修理依頼 

 

③その他報告事項など 

特になし 

 

 

 

 



 

（６）評価結果 

評価項目 結果 所見（工夫、改善点） 

①サービスの維持・向上

や利用促進に向けた

取組みが行われてい

るか。 

Ｂ ・日々の事業展開のなかで、宿泊者、施設利用者に対す

る電話での応対、対面時の接遇等に心がけ、サービス

の向上に努めている。 

・ＩＳＰ交流会（毎週・木曜日） 

ＪＡＩＳＴ及びＩＳＰ進出企業等との連携及び情報

交換を目的として開催している。 

②施設、設備及び備品の

維持管理及び修繕が

適切に行われている

か。 

Ｂ ・施設の維持管理を適切に運営し、専門的知識等を必要

とする部門は外部専門業者に委託し、迅速・適切な管

理を実施している。 

・施設内は常に清潔に保たれており、適切な管理がなさ

れている。 

③適切に管理運営・危機

管理を行う組織・体制

となっているか。 

Ｂ ・業務に関する研修を職員に受講させることで、適切な

運営に努めている。 

・非常時の連絡体制や消防計画が定められ、安全対策が

適切である。 

・適切な職員の配置がなされている 

総合評価 Ｂ ・施設の設置目的にあった適切な管理運営を実施してお

り、施設利用者の利便性やサービスの向上、利用促進

に向けて取り組んでいる。 

 
○評価基準 

Ａ（優）：仕様書等に定める水準を大いに上回っており、その結果、優れた実績をあげている 

Ｂ（良）：仕様書等に定める水準を上回っている 

Ｃ（可）：概ね仕様書等に定める水準どおり実施されている 

Ｄ（不可）：仕様書等に定める水準を下回っており、改善を要する部分がある 

 

○総合評価 

Ａ（優）：優れた管理運営がなされており、かつ、十分な実績をあげている 

Ｂ（良）：優れた管理運営がなされている 

Ｃ（可）：適正な管理運営がなされている 

Ｄ（不可）：改善が必要である 

 

（７）助言・指摘事項 

 

 


